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【図表１】 P/L・B/S主要項目(グループ連結）

(億  円）

MTFG UFJ MTFG UFJ
①＋② ① ② A＋B A B

1 連結粗利益 16,964 9,454 7,509 ＋86 ＋595 ▲ 508
2 営業費（▲） 8,837 5,205 3,632 ＋338 ＋211 ＋126
3 連結業務純益（償却・繰入前） 8,135 4,253 3,881 ▲ 288 ＋364 ▲ 653
4 除く国債等債券関係損益 7,622 4,148 3,474 ＋172 ＋537 ▲ 365
5 経常利益 7,363 3,811 3,552 ＋9,009 ＋708 ＋8,301
6 特別損益 3,244 1,131 2,112 ＋2,622 ＋956 ＋1,666
7 税金等調整前中間純利益 10,608 4,943 5,664 ＋11,632 ＋1,664 ＋9,967
8 法人税等・法人税等調整額（▲) 3,217 1,693 1,523 ▲ 471 ＋340 ▲ 812
9 中間純利益 7,117 3,006 4,110 ＋12,143 ＋1,290 ＋10,853

10 与信関係費用(プラスは戻入益計上） 2,745 599 2,146 ＋10,287 ＋1,163 ＋9,124

11 開示債権比率(銀行単体合算） 2.72% 2.21% 3.32% ▲0.60% ▲0.44% ▲0.79%

12 自己資本比率(*2) 12.0% 12.01% 11.67% +0.5% +0.24% +1.27%
13 TierⅠ比率 6.5% 7.72% 6.47% +0.6% +0.10% +1.14%
14 繰延税金資産/TierⅠ 14.4% 0.7% 33.6% ▲11.3% ▲9.2% ▲13.6%

 (*1)開示債権比率、自己資本比率、繰延税金資産/TierⅠは17年3月末比
 (*2)自己資本比率の合算計数は、MTFGからUFJ銀行への出資7000億円の控除、
       UFJにおけるTierⅡのオーバーフロー分の算入が可能となる効果を勘案した概算値

【図表２】 連結営業純益の推移

MUFG単純合算 前年同期比(*1)
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営業純益     ･･･ 連結業務純益の内部取引消去等連結調整前の計数（管理ベース。子会社からの配当収入のみ消去。） 
顧客部門営業純益 ･･･ 3事業[リテール、法人（UNBCを含む）、受託財産]の営業純益 

※マーチャントカード業務売却益等 139億円を含む 
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【図表３】 平成17年度業績予想（グループ連結）

(注）MUFG年度予想について

  ・MUFG年度予想はMTFG上期①と
   MUFG下期②とで構成

  ・上記（ご参考）はUFJ上期③を合算
    した計数

以   上

MUFG年度予想

（億  円）
(ご参考）

平成17年度 平成17年度予想

予想 中間期実績 5月公表値

経常利益 9,900 3,811 9,000
当期利益 5,200 3,006 4,000

（ご参考）MUFG年度予想＋UFJ上期

（億  円）
(ご参考）

平成17年度 平成17年度予想

予想 中間期実績 5月公表値

経常利益 13,450 7,363 11,600
当期利益 9,300 7,117 5,400

上期 下期

MTFG ①

UFJ ③
MUFG ②

本決算短信及びその説明資料には、当社又は当社グループの業績、財政状態その他経
営全般に関する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する記述が含まれています。か
かる記述は、現時点における予測、認識、評価等を基礎として記載されています。また、将
来の予想、見通し、目標、計画等を策定するためには、一定の前提（仮定）を使用していま
す。これらの記述ないし前提（仮定）は、その性質上、将来その通りに実現するという保証
はなく、客観的には不正確であったり、実際の結果と大きく乖離する可能性があります。例
えば、経営統合後の新会社に関する予想・見通し等は経営統合計画が順調に実施される
ことを前提に策定されています。また、繰延税金資産の回収可能性に関する記述等も、当
社の経営計画及びその前提条件その他の予測等に基づくものであり、そのような事態の
一例と考えられます。そのような事態の原因となりうる不確実性やリスクの要因は多数ありま
す。その内、現時点において想定しうる主な事項については、本決算短信の「3. 経営成績
及び財政状態」、有価証券報告書、ディスクロージャー誌、Annual Reportをはじめとした当
社の公表済みの各種資料の最新のものをご参照ください。


